
コロナ後遺症、2 年で 6 割が大きく改善、緩やかな回復の希望をもたらす最新研究 
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免疫の異常な活性化はほぼすべての患者で落ち着く、ただし原因はいまだ不明 

 
 新型コロナウイルス感染症の後遺症で特徴的に見られる免疫系の異常な活性化は、感染

から 2年でおおむね鎮まることを示した論文が、4月 17日付けで学術誌「Nature 

Communications」に発表された。長く続く症状に悩む患者たちに、緩やかな回復がありう

るという希望をもたらす研究結果だ。 

 新型コロナにかかった人のおよそ 10人に 1人は、疲労感、ブレインフォグ（脳に霧がか

かったようにぼんやりする症状）、息切れ、動悸、抑うつなどの幅広い症状に悩まされる。

こうした状態はまとめて新型コロナ後遺症と呼ばれ、数週間から数カ月、ときに数年も続

くことがある。 

 新型コロナ後遺症の原因はまだ解明されていないが、免疫系の異常な活性化が症状の持

続に大きな役割を果たしていると考えられている。 

 今回の研究では、後遺症の症状が改善しなかった患者もいる理由は解明されていないが、

研究を率いたオーストラリア、セント・ビンセント病院の感染症内科医ゲイル・マシュー

ズ氏は、他の異常が原因になっている可能性があると話す。しかし、多くの患者では、最

初の感染から 2年後には、免疫系の異常な活性化や自己申告の症状が大きく改善したこと



が示されたという。 

後遺症を示す血液中のマーカー 

 新型コロナウイルスによる感染の第 1波がオーストラリアを襲った 2020年 4月、同国ニ

ューサウスウェールズ大学カービー研究所の科学者たちは、一部の新型コロナ患者から血

液サンプルを定期的に取り始めた。患者はその際、自身の健康状態についても報告した。

なお、ワクチンの接種が始まる前だったため、感染したときに接種を受けていた患者はい

ない。 

 2022年に、これらの血液サンプルを分析した論文が医学誌「Nature Immunology」に発

表された。それによると、感染から 8カ月たっても疲労感や息切れ、胸痛などがある人は、

後遺症がなく完治した人に比べて、炎症に関係する「サイトカイン」という分子の血中濃

度が高い状態が続いていた。 

 サイトカインは免疫細胞から放出される物質で、免疫細胞はサイトカインを使って連絡

を取り合いながら効果的に免疫反応を起こして体を守る。サイトカインの濃度は通常、最

初のウイルス感染から回復して 30～90日で正常値に戻る。 

「新型コロナ感染症自体は軽症から中等症だった人でも、後遺症があると、感染から 8カ

月後になっても炎症のバイオマーカー（指標となる物質）の値が高いままだったのです。

非常に意外な発見でした」と、カービー研究所の免疫学者で、2022年と今回の両論文の筆

頭著者であるチャンサバット・ペッツーパン氏は振り返る。 

 研究者たちは今回、62人の被験者（そのうち 31人が後遺症患者）をさらに 1年半、追

跡調査した。その結果、以前は免疫の異常な活性化を示していた血液サンプルのバイオマ

ーカーの値が、最初の感染から 24カ月後にはほぼ正常値まで下がっていて、後遺症がなか

った人との差がみられなくなった。 

後遺症の原因は 1 つではない 

 今回の研究では、2022年の研究で後遺症と関連づけられたバイオマーカーについて調べ

られているが、「補体」の過剰な活性化や血液凝固系の異常など、新型コロナ後遺症に関わ

るその他の要素については評価されていないと指摘するのは、ドイツ、ヨハネス・グーテ

ンベルク大学マインツ医療センターの免疫学者ウォルフラム・ルフ氏だ。 

 今回、追跡調査に協力した後遺症患者の 62％は症状が改善したと報告しているが、それ

以外の患者は、バイオマーカーの値が改善しても、後遺症の症状のせいで生活の質は低い

ままだと報告している。 

 この点についてマシューズ氏は、「症状が回復しなかった人がいるという事実を無視しな

いように気をつけなければなりません」と言う。新型コロナ後遺症の原因としては、免疫

系の異常な活性化のほかに、新型コロナウイルスの残存、休眠状態にあった他のウイルス

の再活性化、自身の臓器や組織を攻撃する自己抗体の形成、腸内細菌叢の乱れなどが考え

られている。 

「免疫系の異常な活性化では、新型コロナ後遺症のすべての症状を説明できません。私た

ちは、新型コロナ後遺症が複数の疾患からなっている可能性があることを知っています」

とマシューズ氏は話す。 

 最初の感染から数年たっても症状が治らない新型コロナ後遺症患者が少なからずいる理

由は、米国立衛生研究所（NIH）の RECOVER イニシアチブなど、より大規模な研究の結果を



待つ必要があるかもしれない。 

「免疫系の異常が新型コロナ後遺症と関連していることは明らかです」と、米カリフォル

ニア大学サンフランシスコ校 J・デビッド・グラッドストーン研究所の免疫学者ナディア・

ローン氏は話す。「ただ、それが新型コロナ後遺症の原因であるかどうかはまだ分かりませ

ん」文＝Sanjay Mishra／訳＝三枝小夜子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


